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第第２２回回

平成平成1717年年 33月月2233日日

国土交通省国土交通省 徳島河川国道事務所徳島河川国道事務所

吉野川河道内樹木管理吉野川河道内樹木管理手法手法検討委員会検討委員会

説明用パワーポイント資料

資料－２

※この資料は、「資料－３」及び「資料－４」の概要報告資料です

22

第２回第２回 検討委員会の討議内容検討委員会の討議内容
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河道内樹木の管理手法に関する基本的な方針を立案
第6回

（平成18年2月予定）

河道内樹木管理の基本的な考え方の整理
第5回

（平成17年12月予定）

河道内樹木管理の仕組みについて
第4回

（平成17年9月予定）

河道内樹木管理手法検討のケーススタディー
第3回

（平成17年6月予定）

←←本日の委員会本日の委員会

課題の要因分析および吉野川のあるべき姿
1. 第１回検討委員会の意見の整理
2. 河道内樹木に関する課題の要因分析
3. 吉野川の樹木管理におけるあるべき姿（案）
4. 竹林の間伐試験施工(案)

第2回
（平成17年3月23日）

河道内樹木の課題共有
1. 吉野川の現状
2. 河道内に繁茂する樹木についての課題

第1回
（平成17年1月25日）

１．１．検討委員会の検討フロー検討委員会の検討フロー

44

２．第１回検討委員会の意見の整理２．第１回検討委員会の意見の整理

＜意見の整理フロー＞

- 2 -



55

（１）カード記入（原文）（１）カード記入（原文）

第１回検討委員会で整理したもの

治水、環境、その他に分類
更に、プラス、マイナス、他で細分化

66

追加カード

（２）カードの加筆及び追加（２）カードの加筆及び追加

・各委員からの補足説明をもとに、カード（キーワード）に加筆
・カードへの記入がないものは、カードを追加

赤字：補足説明

意見の
番号管理
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（３）個々の意見の分析（３）個々の意見の分析

・個々の意見を誘発した現象
・現象に対する原因、若しくは結果
・個々の意見の構図（技術、地域性、参加・連携）
例）
（意見）
樹木による砂のトラップによって、礫環境から砂環境へ変化し、生態系に変化が起こっている

誘発した現象

「礫河原の減少」という現象
が誘発した意見と判断

原因、結果

原因：「樹木による砂の捕捉」
結果：「礫から砂環境への変化」

「生態系の変化」

意見の構図

技術に関する意見
と判断

88

（４）意見を誘発した現象毎への分類（４）意見を誘発した現象毎への分類

（３）の分析結果をもとに誘発した現象毎に意見を分類します

↑
現
象

原因に関する
キーワード

結果に関する
キーワード

その他

先の例

現象毎に分類
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（４）意見を誘発した現象毎への分類（４）意見を誘発した現象毎への分類

個々の意見を誘発した現象を総括すると、以下のとおり

【 樹木に関する現象 】
① 流路の固定化，② 洪水攪乱の減少，③ 土砂供給の減少
④砂州の陸域化の進行，⑤ 砂州の樹林化，⑥ 砂州の上昇
⑦河床の低下，⑧ 水際の直立化，⑨ 礫河原の減少

【 竹林に関する現象 】
⑩ 竹林，⑪ 竹林の繁茂面積拡大，⑫ 竹林の放置
⑬地域の取り組み

【 その他 】
⑭ 樹木管理のあり方，⑮ 情報の提供依頼

1010

体系

（治＋①） （治＋②） （治＋③） （治＋④） （治＋⑤） （治＋⑥）

（治＋⑦） （治－①） （治－②） （治－③） （治－④）

（治－⑤） （治－⑥） （治±①） （治±②） （治±③）

（治±④） （治±⑤） （治±⑥）

（環＋①） （環＋②） （環＋③） （環＋⑦） （環－①） （環＋④） （環＋⑤） （環＋⑥） （環－⑩） （環－⑪） （環－⑥）

（環－②） （環－③） （環－④） （環－⑤） （環－⑦） （環－⑫） （環－⑬）

（環－⑧） （環－⑨） （環－⑭） （環－⑮） （環±①）

（環±②） （環±③） （環±④） （環±⑤） （環±⑥）

（環±⑦） （環±⑧） （環±⑨） （環±⑩）

（そ＋⑤） （そ－⑤） （そ±⑧） （そ±⑨） （そ±⑩） （そ＋①） （そ＋②） （そ＋③） （そ＋⑥） （そ－①） （そ＋①） （そ＋②） （そ＋④） （そ±①） （そ±③）

（そ±⑪） （そ－②） （そ－③） （そ－④） （そ±①） （そ±②） （そ±⑤） （そ±⑦）

（そ±③） （そ±④） （そ±⑥） （そ±⑧）

地域性（風土・文化・社会） 参加・連携等

環境上の
観点から
の河合

利用上の
観点から
の課題

治水上の
観点から
の課題

技　　術

（５）個々の意見の構図化・体系化（５）個々の意見の構図化・体系化

「治水」「環境」「利用」の観点から、「技術」「地域性」「参
加・連携」の視点で分類

意見→多 意見→少
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３．３．河道内樹木河道内樹木に関するに関する課題の要因分析課題の要因分析

樹木（竹林を除く） 以下のフローを想定しました

以下の要因分析を行います

①流路（みお筋）の固定化
②洪水攪乱の減少
③砂州の樹林化・砂州の上昇
礫河原の減少

④水際の直立化・河床の低下

1212

３．３．河道内樹木河道内樹木に関するに関する課題の要因分析課題の要因分析

竹林

以下の要因分析を行います

⑤竹林の放置・繁茂面積拡大

以下のフローを想定しました
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３．１３．１ 流路の固定化（砂州の安定化）流路の固定化（砂州の安定化）

岩津下流

岩津上流

樹林化が進行する昭和50年代以前から、流路（みお筋）は安定
しています

1414

３．１３．１ 流路の固定化（砂州の安定化）流路の固定化（砂州の安定化）

吉野川の流路（みお筋）が安定する理由は、吉野川の河道特性
（蛇行特性）に起因していると推測されます

砂州の停止限界角度θcと吉野川の砂州の状況

吉野川の砂州は移動しにくい
領域にあります

吉野川の個々の砂州
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３．２３．２ 洪水攪乱の減少洪水攪乱の減少

洪水攪乱の減少は、洪水発生頻度の減少と治水ダムの洪水調節
による流量規模の低減に起因していると推測されます

平均年最大流量8,000m3/sの超過洪水の発生頻度（ダムあり・なし）

昭和50年代後半に
樹林化が進行

ダムによる影響

ダムがなかった場合
でも、8,000m3/s超過
洪水が発生しない
期間が多い

洪水発生頻度の減少

岩津地点

1616

３．３３．３ 砂州の樹林化砂州の樹林化・・砂州の上昇砂州の上昇・・礫河原の減少礫河原の減少

（１）（１）砂州の樹林化進行の連鎖砂州の樹林化進行の連鎖

砂州の樹林化の要因を以下のように想定しました

砂州の樹林化進行に関わる連鎖（想定）
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（２）（２）砂州砂州のの陸域化陸域化（（冠水頻度の減少冠水頻度の減少））

砂州高の変化と冠水頻度の推移（高瀬橋17.8k付近）

砂州の樹林化が進行する高瀬橋周辺では、砂州高の上昇とともに
冠水頻度が減少しています

砂州の陸域化

1818

陸域化に伴い砂州高が上昇する
吉野川では、適度な水分のある
水際でヤナギによる樹林化が進行
しています

（（３３））砂州砂州のの樹林化樹林化

H14.5撮影

S62.9撮影

S49.11撮影

下流側から下流側から
樹林化が樹林化が
進行進行

高瀬橋（17.8k）周辺→

善入寺島（29.0k）

水際にヤナギ類の芽生えなどの群落が繁茂

善入寺島
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種子散布・発芽等から、生長に影響を及ぼす５～６月の水位を確認
すると、水際位置の固定とともに、樹林化が進行しています

（（３３））砂州砂州のの樹林化樹林化

移動が多い

↑
昭和50年以前

平成２年以降 →

移動が
少ない

水
際
の
樹
林
化
が
進
行

高瀬橋17.8k

2020

（（４４））樹木による砂の捕捉樹木による砂の捕捉

土砂が堆積

砂州上は、みお筋に比べ流速が
小さく、細粒土砂が沈降しやすい

更に、樹林化した樹木の幹や枝が
細粒土砂の流下を防止する

樹木の背後に土砂が堆積しやすく
なる

砂州の上昇

細粒土砂の堆積

H.16 台風23号後（瀬詰大橋付近）
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（（５５））礫河原の減少礫河原の減少

礫河原の減少は、樹林化による直接的な影響と、樹木による砂の
捕捉によって、礫の環境から砂の環境へ変化することに起因してい
ると推測されます

礫河原礫河原

樹林化樹林化

六条大橋（16.3k）下流

H14.10.16

H6.5.18

2222

３．４３．４ 水際の直立化水際の直立化・・河床の低下河床の低下

（１）（１）水際の直立化の形成過程水際の直立化の形成過程

水際の直立化が形成される過程を以下のように想定しました

水際の直立化の形成過程（想定）
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砂州の樹林化とともに、水際の直立化、河床の低下が進行していることが確認できます

（（２２））吉野川における水際の直立化、河床低下の実態吉野川における水際の直立化、河床低下の実態

高瀬橋周辺

2424

（（３３））洪水時のみお筋河岸の侵食洪水時のみお筋河岸の侵食

洪水時の“らせん流”の発生による河岸侵食と樹木の砂の捕捉
による砂州の上昇の副次的現象として、水際が直立化するものと
推測される

水際の直立化の形成過程模式図
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３．５３．５ 竹林竹林・竹林の・竹林の繁茂繁茂面積拡大・竹林の放置面積拡大・竹林の放置

（１）（１）水害防備林としての役割水害防備林としての役割

吉野川の竹林は、水害防備林として藩政時代より植樹され、
管理・利用されてきました

水防竹林の碑（昭和２年建立）

2626

（（２２））地場産業の変化地場産業の変化

生活様式や社会情勢の変化から、竹製品の需要は大幅に減少
し、放置竹林が増加したものと推測される

徳島県の竹生産量の推移

出典）「吉野川 第４号」吉野川学会、「みどりの要覧」徳島県（平成11年）

生産額、生産量ともに
最盛期の２割以下
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（（３３））竹林の生理特性竹林の生理特性

ハチク、マダケを含む竹類は、地下茎によりハチク、マダケを含む竹類は、地下茎により

繁殖するため、周囲への繁茂拡大や高密度化繁殖するため、周囲への繁茂拡大や高密度化

が他の樹種より、速いという特徴をもっているが他の樹種より、速いという特徴をもっている

放置竹林の増加により、竹林の繁茂面積の放置竹林の増加により、竹林の繁茂面積の

拡大や高密度化は進行するものと推測されます拡大や高密度化は進行するものと推測されます

2828

４．４．吉野川の吉野川の樹木管理における樹木管理におけるあるべき姿あるべき姿（案）（案）
第１回検討委員会での意見を踏まえ設定した事務局（案）です
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H14.5 撮影 

間伐範囲

水理特性および間伐による周辺生態
系（特定種等）への影響を十分考慮
し、間伐範囲を設定する。

５．５．竹林の間伐試験施工竹林の間伐試験施工

竹林竹林の間伐試験施工範囲の間伐試験施工範囲（案）（案）

3030

地域活動との連携

間伐の実施 間伐竹材の利用 美馬未来塾

河川管理への参加

地域活動地域活動と連携した河川管理と連携した河川管理

町内外からの参加を
含めた、「美馬未来
塾」による竹林の間
伐作業。

まちづくり委員会「美
馬未来塾」では吉野川沿
いに自生する豊富な竹を
活用した町おこしについ
て検討しています。

竹林の間伐材を
利用した、竹垣
づくり講習会
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第第11回回 検討委員会の概要検討委員会の概要

１．議事概要

２．追加情報に関する要望事項及び対応

3232

第１回検討委員会（H17.1.25）

議事次第
１）開会
２）開会挨拶
３）委員会 規約（案）及び傍聴規定（案）
４）委員の紹介
５）委員長挨拶
６）議事
(1) 吉野川の現状および河道内樹木の課題
(2)(2) 委員からの課題の抽出委員からの課題の抽出
７）閉会

１．議事概要１．議事概要
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委員からの課題の抽出委員からの課題の抽出

＜意見の抽出方法＞
● カード（ポストイット）を利用
● 「プラス面」、「マイナス面」の双方を抽出
● 「治水」、「環境」、「その他」で分類

3434

第第１１回回検討検討委員会で委員会での意見一覧（カードのみ）の意見一覧（カードのみ）

治水、環境、その他に分類
更に、プラス、マイナス、他に細分化
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２．２．追加追加資料の調査資料の調査要望要望

① 河道内の樹木が治水上問題となっている箇所

② 砂利採取と河道内植生の関係

③ 動植物調査履歴と特定種の分布状況

④ 竹林の所有形態

⑤ 河道内樹木の伐採実績

⑥ 水制技術の紹介

議事のなかで要望があった主な追加資料

注）○数字は、次のスライドから報告します調査結果番号と対応しています

3636

（調査結果①）（調査結果①）
河道内の樹木が治水上問題となっている箇所河道内の樹木が治水上問題となっている箇所

H.W.L
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植生高分布（レーザープロファイラー測量結果）
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植生高分布（レーザープロファイラー測量結果）

治水安全度は、複数の要素が複合的に影響しています

痕跡水位：
平成16年10月20日（台風23号）
洪水時の痕跡水位

痕跡水位：
平成16年10月20日（台風23号）
洪水時の痕跡水位

ここでは、計画高水位以下の面積に対する樹木面積の比率が
大きい代表地点を紹介します

岩津下流（36.8k地点） 岩津上流（71.6k地点）

樹木面積/計画高水位以下面積
＝１７％

樹木面積/計画高水位以下面積
＝２３％
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（調査結果②）（調査結果②）
砂利採取と河道内植生の関係砂利採取と河道内植生の関係

砂利採取の規制も樹林化の一つの要因と考えられます

経年的な砂利採取量（許可量）

樹林化の進行樹林化の進行S49.11撮影 S62.9撮影

高瀬橋

3838

（調査結果②）（調査結果②）
砂利採取と砂利採取と河床低下の河床低下の関係関係

昭和５０年までの平均河床高の低下は、砂利採取による
影響が大きいと考えられます

S41～S48
(７年間）

S63～H11
（１１年間）

平均河床高の低下：大

砂利採取量：大

昭和５０年以降、平均河床高は安定

岩

津

下

流
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（調査結果③）（調査結果③）
動植物調査履歴の概要動植物調査履歴の概要

岩津

池田

河口

いずれの生物調査も
行われていない箇所

調査が行われていない箇所も数多くあります

4040

（調査結果③）（調査結果③）
竹林内で確認されている特定種竹林内で確認されている特定種

竹林林縁部で多数個体を確認公園ヨツバムグラ

竹林内に広く分布している多数個体を確認公園ヤマアイ

竹林内で約70株を確認公園・危急
徳危急Ⅱ

ミヤコアオイ

竹林内で数個体を確認公園ハカタシダ

竹林林縁部で10～20個体を確認徳危惧Ⅰヤマハコベ

竹林において数個体を確認徳危惧Ⅰタチシオデ

竹林内において1個体を確認公園サイハイラン

竹林内で小さなまとまりが散在しているのを確認公園コミヤマミズ

竹林内で小さな群落を所々で確認公園クリハラン

竹林縁部等で20～30個体を確認公園キツリフネ

竹林内、林縁部等で多数個体を確認公園キクムグラ

竹林内において数個体を確認公園オモト

竹林内ミヤコアオイ確認地点付近で1株確認公園・危急
危急Ⅱ
徳危急Ⅱ

エビネ植物

竹林内で10月に幼体1個体捕獲徳準絶滅ヒバカリ

竹林内で9月に幼体1個体目撃徳準絶滅シロマダラ爬虫類

生息・生育状況等指定区分種名分類

竹林内も動植物の生息場として機能しています
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（調査結果④）（調査結果④）
竹林の所有形態の概要竹林の所有形態の概要

 64.0k

50

55

60

65

70

75

80

0 100 200 300 400 500 600 700

距離(m)

標
高
(A
.P
.m
)

土地の所有：国土交通省

竹林の所有：旧土地所有者

 
太刀野堤防 

加茂第一堤防 

確認できた「太刀野」「加茂第一」「西村・中島」では、
土地 → 国（国土交通省）
竹林 → 民間（旧土地所有者）

土地・竹林の所有形態位 置

4242

（調査結果⑤）（調査結果⑤）
河道内樹木の伐採実績の概要河道内樹木の伐採実績の概要

確認できる樹木伐採の実績

岩津下流部での伐採履歴が確認できています

岩津

河口

- 21 -
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（調査結果⑤）（調査結果⑤）
河道内樹木の伐採実績の概要河道内樹木の伐採実績の概要

代表地点（阿波中央橋の上下流）

4444

（調査結果⑥）（調査結果⑥）
水制技術の紹介水制技術の紹介

ケレップ水制
（吉野川左岸、藍住町東中富）

杭出し水制 (吉野川左岸16.2k) 

水制技術とは ；
堤防や河岸を侵食から防護する技術

吉野川には、多くの水制技術が生かされています
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